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2026 年 11月 10日 

報道関係各位 

学校法人東京電機大学 
 

BRIDGE 事業シンポジウム 医療機器が活用される社会の将来像 

～AI・ソフトウェア・サイバーセキュリティがもたらす変化にどう対応するか～ 

11 月 26 日(木)／ハイブリッド開催（来場型イベント＆オンライン配信）／無料 
 

 東京電機大学（学長 射場本忠彦）は、11 月 26 日(木)15:00 より、「BRIDGE 事業シンポジウム 医療

機器が活用される社会の将来像」（参加費：無料）を来場型イベント（会場：東京千住キャンパス（東

京都足立区）／定員：100 名）とオンライン配信（Zoom ウェビナー形式）のハイブリッド形式で開催

します。このシンポジウムは、医療機器フォーラムと共催での開催となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内閣府の BRIDGE（研究開発と Society5.0 との橋渡しプログラム）は、研究開発成果の社会実装を推

進するプログラムです。本シンポジウムは、BRIDGE 事業の一環として、医療機器が活用される社会の

将来像を展望するとともに、広範囲な医療機器に大きな影響を与える IEC/TC 62（主に IEC 60601-1 

Ed.4）および IEC/TC 62/AG SNAIG（Software Network and Artificial Intelligence advisory Group）等にお

ける議論を通して、国際標準化の最新動向と我が国の現状を共有し、国内で始まっている取組と今後

必要となる活動を考える機会として開催します。 

 

また、国際標準化、医療機器の研究、開発、評価、規制対応等に関わってきた登壇者によるパネル

ディスカッションを通じ、それぞれの経験や課題意識を共有し、医療機器の製品化・社会実装の過程

で生じる技術的・評価上の課題について、各分野の専門家がそれぞれの知見を持ち寄り、共通の論点

として整理し、国際標準化の議論へつなげていくための連携のあり方について考えます。 

今回の取組を通じ、これまで標準化活動に直接関わる機会の少なかった研究者・技術者等も含め、

多様な人材が標準化との接点を持ち、それぞれの専門性を活かしながら継続的に関わるための活動基

盤と人的ネットワークの形成につなげていきます。 
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■開催概要（予定） 

・日  時：2026 年 11 月 26 日(木)15：00～17：30 

・対  象：医療機器の研究開発、製品化、評価、規制対応、標準化等に携わる研究者、技術者（特

に、プロジェクトリーダー・マネージャークラスの開発者）、実務者、行政・認証等の関

係者、AI・ソフトウェア、情報通信等の分野から医療機器分野への新規参入を検討して

いる企業・研究者、その他、医療機器の国際規格・標準化に関心のある方等 

・開催形式：ハイブリッド形式（来場型イベント+オンライン配信） 

・共  催：医療機器フォーラム 

 

[来場型イベント] 

・会  場：東京電機大学 東京千住キャンパス１号館２階 1205 室 

（東京都足立区千住旭町５番 ※北千住駅東口（電大口）徒歩１分） 

・定  員：100 名（事前登録制/先着順） 

[オンライン配信]・配信形式：Zoom ウェビナー形式(定員なし/事前登録制) 

 

・参加費：無料 

・お申込み方法：下記 URLまたは右記 QR コードよりお申し込み  

https://forms.cloud.microsoft/r/0rPxyQFhaN  

        ※お申し込み締め切り：11月 24日（火）12：00 

・問い合わせ先：東京電機大学 研究推進社会連携センター 研究推進担当 

        電話：03-5284-5230／E-mail：kenkyu-k@jim.dendai.ac.jp  

 

■主なプログラム ※講演者、題目は変更となる場合があります。予めご了承ください。 

○シンポジウム趣旨説明・BRIDGE 事業の概要について 

 東京電機大学 工学部/東京電機大学 医療・福祉機器開発・普及支援センター 桑名健太 教授 

○講演１「医療機器が活用される社会の将来像と国際標準化」 

 東京電機大学 総合研究所 佐久間一郎 特別専任教授 （IEC/TC62 国内委員会委員長） 

○講演２「医療機器をめぐる国際標準化の最新動向 ― SNAIGでの議論と日本の立ち位置 ―」（仮）                      

 (一社)日本画像医療システム工業会 産業戦略室 シニアリサーチャー 中里俊章 氏 

○講演３「国際標準化動向を踏まえた国内での取組 ― IEC60601-1 Ed.4の改正への対応 ―」（仮） 

講師調整中 

○講演４「開発リーダーが考えておきたい国際標準・ルール形成 ―技術の価値を活かす、開発初期か

らの戦略とは？―」（仮） 

BRIDGE 事業 医療機器国際標準化人材育成検討 WG 植松美幸 氏 

○パネルディスカッション モデレータ：佐久間一郎 特別専任教授 

○特別発言 厚生労働省 

〇閉会 

 

※シンポジウム終了後に情報交換会を予定しております。ぜひ現地にご来場ください。 

 

 
＜取材に関するお問い合わせ先＞ 

学校法人東京電機大学 総務部（企画広報担当） 担当：深澤、松本 

TEL 03-5284-5125/FAX 03-5284-5180  e-mail：keiei@jim.dendai.ac.jp 

〒120-8551 東京都足立区千住旭町 5 番 https://www.dendai.ac.jp/ 


